人 工 知能 (AI) 搭載 


OEDOE り の 個性 に 合わ せ て あな た の 身近 な ハイ テク ノロ ジー。 


@16 ビ ッ ト CPU 搭 載 ZAI 機能 を 実用 レベ ル で 稼働 る せる た め ( 3 ッ ト CPU を 搭載 。 信 完全 な コン ピュ ー タ ・ コ ント ロー ル に よる 高速 カセ ッ 

ト (9600BPS) 搭 載 / 対 話 に 必要 な 音声 し 、 あ ら か じ め プ ログ ラム され て いる 豊富 な 情報 の 中 か ら 、 必 要 な も の を 瞬時 に 呼び 出す 高速 カセット を 搭載 。 テ ー プ 

ソフ ト で も ほとん と 和 侍 ち 時 間 が あり ませ ん 。 氏 タ ッ チ タプ レット 方 式 採用 / 入 由 5 カ に か ッ チ タプ レッ ト 方 式 を 採用 。 し か も 、 各 ユー スウ ェ ア に は その カリ キュ ラム に 合っ 

た パタ ー ン が 印刷 され た シー ト ( パタ ー ン シー ト ) を 用 意 、 指 先 ひ と つ で 入力 で きま す 欠 本 格 的 キー ボー ド ( 新 JIS 配 列 )/ 操 作 性 に 優れ た 使い や すい 

キー ボー ド ( 新 JIS 配 列 )。 信 画面 和信 カーマ ウス 方 式 に 近い 方 法 で の 画面 入力 も 可能 。 欠 高 解像度 LSI 採 用 鮮明 な 画像 を 実現 する 高 解像度 LSI を 採用 。 

美しい グラ フィ ッ ク 画 | 面 を 実現 し て いま す 。 倫 多彩 が メデ ィ ア ンコ ー ス ウェ ア は 、 RM も 使え ます 

@ 人 工 知能 (AT= Artificial Intelligence) を 組み 込ん だ ど コ ンピュータ 。 論理 演算 プラ ス 知識 の 適用 に よる 推論 に よっ て 処理 対象 を 理解 し ます 。 ca 
ar ーー Assisted Instruction) ーー アザー mW ツー オーー ンー い ゎ の る 個 人 向上 に 重点 あお い 7 

ビュ ー 久生 ま ク 共 必 。 


人 工 知能 っ て 、 何 だ ろう や 


一人 | 知能 (Al= ニ Artificial Intelligence) と は 、 一 日 
で 言え を ば 、「 考え る ユン ピュ ー タ 」 の こと 。 こ れ ま で の コンピ 
ュー タ は 、 あ る 一 定 の 枠 内 で 決め られ た 問題 に 決め られ 
た ルー ル で し か 答え る こと が で きず ユー ザー に と っ て 和 柔 
軟 性 に 欠け て いま し た が この AI を 搭載 し た コン ピュ ー タ 
で は 、 あ いま いな 入力 、 だ た と えば 日 常 語 も コンピュータ が 
理解 (推論 ) し 、 ユ ー ザ ー の 意向 に 合わ せ た カ タチ で て 理 
解 し 、 処 理 あ を し ます 。 つま り 、 面倒 な 手続 き は すべ て コン ピ 
ュー タ 側 に 任せ られ る の で す 。 
田 < セ ガ AI コン ピュ ー タ > は 、 AI の 権威 CSK 総 合 研 
究 所 の 協力 に より 開発 され た 、 人 工 知能 コン ピュ ー タ 言 
語 ' セ ガ プロ ログ 」 を 搭載 。 こ れ に より 、 日常 語 で の 入 
力 が 可能 に な り 、 従来 大 型 機 で し か 使用 で き な か っ た 
人 工 知 能 機 能 を 家庭 で 利用 で きる よう に な り ま し た 。 
田 て で すか ら 、 教 育 分 野 で は 学習 者 は 、 コ ンピュータ と 自 
由 に 対話 し な が ら 、① 自 分 の 能力 (進度 ) に 応じ た 学習 
が で き 、② 時 間 に 左 右 き れる こと な 〈、③ 自 分 の ペー ス を 
目 分 で コン トロ ー ル し な が ら 、④ 無 理 な 〈 自 分 が 納得 いく 
剖 いわ ば ベテラン 教師 か ら マ ン ・ ツ ー・ マ ン で 教わる 
うに 、 個 性 に 合わ せ て 学習 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 


田 ま た セガ で て は 、 こ の よう な AI 機能 を 利用 し た 生涯 教育 
送 成 の た め の コ ユ コースウェア に つい て も 、 効 児 向け か ら 大 人 
向け まで 、 幅 広い 分 野 で の ソフ ト を 開発 中 で す 。 
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文章 を 組み 立て た り 、 絵 を 描い た り 、 コ ンピュータ と の 
対話 を 楽し みな が ら 、 自 由 に 学ん で ご いけ る シス テム で すま 
1. 純粋 な AI 専用 マシ ン で す 。 

く セ モ ガ AI コン ピュ ー タ > は 、 教育 性 を 重視 し た CAT 再 
用 機 で す 。 コ ン パ クト な ボディ に 、 家 庭 で の 学習 に 必要 
な 機能 だ け を 集約 し 、 高 い 信頼 性 トコ スト パフ ォ ー マ ン 
ス を 実現 し まし た 。 

. 人 工 知能 言語 「 セ ガ プロ ログ 搭載 。 

^ す べ て の 人 が 、 自由 に 学ぶ こと が で きる 機会 を 提供 す 
る ” こと を 目指 し 、 く セガ AI コン ピュ ー タ > に は 、 人 工 知 
能 言語 「' モ ガ ブロ ログ 」 を 搭載 。 含 まで の 学習 マン ン で 
は 困難 だ っ た 「' 推 論 機 能 」 を 簡単 に 使用 する こと が で き 
る よう に な り ま し だ 。 こ れ に よっ て 、 な ぜ 間 違え だ の か 、 どこ 
が わか ら な い の か 、 コ ンピュータ が 学習 者 の 理解 度 や 
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進度 を 推論 し 、 最も ふる わし い コ ー ス を 選ん で くれ ます の 
で 、 季 軟 で 効率 の 高い 学習 を する こと が で きま す 。 

3. コー スウ ェ ア は すべ て 対話 形式 で 。 

較 コ ー ス ウェ 7 は 、 す べ て コン ピュ ー タ と の 対話 形式 で 進 
め ら れ ま す 。 音声 ・ 音 声 合 成 で の 対応 も 多用 し て な り ま す 
の て 、 従 来 の コン ピュ ー タ の よう な 冷た い 機 械 的 な イメ ー 


ジ で は な 〈、 あ た だ かく 〈、 人 間 味 の ある 対応 で 学 省 す る こ 
と が で て でき ます 。 

較 ま た 、< セ モ ガ AI コン ピュ ー タ > は 、「 学 習 者 が コン ピュ 
ー タ に 反応 する 」 の で は な く 、「 学 泊 者 が コン ピュ ー タ に 
働き か ける 」 こ と を 目指 し て いる の が 特徴 で す 。 例え ば 、 学 
習 する 課題 を 学習 者 に 選ば せ た り 、 日 常 の 言葉 で コン 
ピュ ー タ と 自由 に や り と 上り する と いっ た 、 ま っ だく 〈 新 し い タ イ 
ブフ "の コースウェア が 可能 と な っ て いま す 。 

4. ど な た に も 使え る 、 す ぐれ た 操作 性 で す 。 

ぉ お子さま に も 簡単 に 使え る 4 よう 入力 に セガ オリ ジ ナ ル の 


ラー ジ サ イズ ・ タ プ ブレット (B5 サ イズ ) を 採用 。 4 
この 上 に パタ ー ン シー ト を 置く こと に より 、 ユー ス ツ ウェ ア 


配列 の フレ キー ボー ド 


カー ソル コン トロ ー ラ 


5 標準 装備 し て いま も 


使う ひ と の 立場 に 立っ て 、 使 2 ひと の 可能 性 を 無理 な く 伸 ば す 
多角 的 な コースウェア を 開発 中 , 


< く セ が ガ AI ユン ピュ ー タ > は 、 和則 セ が ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス と 帳 CSK 
谷 研究 所 が 開発 し た 「SEGA PROLOG」 を 基本 言語 と 

set ・ コ ンピュータ で す 。 従来 、 Pa 

レベ ル と 言わ れ て いま し だ 人 工 知能 (AI) を コン シュ ー マ ー 


商品 と し て 世界 で 初め て 商品 化 で きま し た 背景 に は 、 今 まで 


一 員 し て 進め て きだ 人工 知能 の 全 分 野 に わた る 研究 活動 が 
あり ます 。 

家 寿 内 に な ける 人 工 知能 の 応用 範囲 は 、 オ フィ ス 、 工 場 より も 
広い こと は あま り 5 認識 され て いま せん 。 例 えば 入力 ひと つ を と 5 
まし て $ 定 型 化 ( フ ォ ー マ ッ ト 化 )、 標準 化 が 可能 な OA と は 異 
な り 上 自由 な 形式 、 つ まり 日 常 語 で の 入力 に 対応 でき な けれ ば 
な り ま せん 。 また キー ワー ド の み の 簡 易 な 入力 を コン ピュ ー タ 
側が 推 諭す る こも 必要 で すし 、 本 当 に 有効 な 教育 を 考え れ 
ば 知 的 CAI 以 外 で は 無理 、 ま た その 背景 と な る 知識 デー タ 
ベー ス $ 不 可 欠 と な れ ば 、 本 当 の 意味 で の ホー ムコ ン ピ ュ ー 


タダ は 、 こ の AlI コ ンピュータ 以外 に は 考え られ な いと いう の が セガ 


の 結論 で す 。 今 後 の も セガ AI ビジ ネス は 、CAT 専 用 機 を は じ め 
と し て 、 さ る ら に 多様 な 応用 新 商品 の 開発 を 進め て い ます る セガ の 
イノ ベー ショ ン に は 限り は あり ませ ん 。 
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ブリッジ ユ ニッ ト 
(8bit cpu ボ ー ド ) 


ジョ イス ティ ッ ク 
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本 社 十 |44 東京 都 大 田 区 羽田 1-2-12 


お 問合せ は 、 本 社 教育 事業 部 Al サポ ー ト セン ター まで 電話 03( 743)7511 


コー スウ ェ ア ・ カ タロ グ に つき まし て は 上 記 ま で お 問合せ 下さ い 。 


C P U プ 16 bit V20(8088 相 当 ) 

R O M ノ 128KB OS.SEGA PROLOG 

R A M プ 128KB 

VRAM/64KB 

画面 家 示 V9938 解像度 256 x 212 

サウ ンド SN76489 音楽 合成 ・3 和 音 

カセ ッ ト ・ ド ライ ブン 9600bps 

テレ ビ 出 力 プ RGB・VIDEO, RF 

キー ボー ドン 新 JIS 配 列 

スロ ッ ト ン 汎用 外部 バス X 1、ROM カー ド バ ス メ ※ メ 1 
使用 文字 /JIS 提 一 水準 

最大 外形 寸法 520 嘱 (W)x72 叫 (H)x250 嘱 (D) 
オプ ショ ンプ デイ スク ・ ド ライ ブ (デー タ ・ ユ ニッ ト ) 
プリンター 端子 (モン トロ ニク ス 仕 様 ) 

RS232C ボ ー ト 

8bit cpu ボー ド ( ブ リッ ジ ・ ユ ニッ ト ) 

各種 言語 カー ド 

尚 、 本 仕様 は 予告 な く 変 更 す る こと が あり ます の で 、 ご 了承 下さ い 。 


SEGA PROLOG で CRI 


